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熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030

 熊本県立矢部高等学校　卒業式
　３月１日、卒業式が行われ、未来への期待に胸膨らませた 44名の卒業生が新たな一歩を踏み出
しました。３年間、保護者の皆様や地域の皆様に温かく見守られ、無事に卒業式を迎えることがで
きました。
　また、今年度で４回目となる卒業後 50年の同窓生の方にもご出席いただき、卒業生を祝ってい
ただきました。

 １年生スキー実習
　２月22日、１年生は、五ヶ瀬ハイランドスキー場にスキー実習に行きました。日本最南端のスキー
場が隣接する五ヶ瀬町にあるという地域の特性を生かした取り組みで、本校では数年前から体育行
事の一環として実施しています。スキーが初めての生徒もおり、インストラクターの方から基本的
な滑り方を講習していただきました。

 卒業生と語る会
　３月２日、卒業生と語る会がありました。この「卒業生と語る会」は、今年度の卒業生も含め過
去２～３年前の卒業生を招待し、進学、就職、公務員の３会場に分かれて行います。講師に来てく
れた卒業生は、進路を決めた経緯、合格に至るまでの受験勉強や面接練習について、進学や入社後
の経験や感想、後輩たちに伝えたいことをグループごとに話してくれました。

　矢部高校ホームページでは学校生活の様子を随時更新しています。また、Facebook、Twitterもスター
トしています。是非御覧下さい。
矢部高校ホームページ　　　　　　　　　　　　　　　Facebook@yabe.highschool　Twitter@yabehighschool

5.23 差別をなくす山都地区集会
　差別のない、いじめのない、明るい町づくりを推進するため、次の日程で第 22回 5.23 差別
をなくす山都地区集会を開催いたします。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

　　日時　　５月 26日（土）　午前８時 45分～午前 11時
　　場所　　矢部中学校体育館
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第22回 5.23 差別をなくす山都地区集会の様子
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